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ギー反応のように嫌気を感じるようなので，毎時間

は無理でも，短時間で取り組める英文読解を継続し

て行うことを始めました。

3 分程度で，40 語程度の英文を読んで問題に答

えさせ，そのあとに答え合わせをしていきます。ま

ずは慣れることを目的にしているので，今のところ

は自己採点ですが，この取り組みが生徒に定着した

ころに，評価を行う予定です。現在は 1 週間に一度，

授業の最初にこの活動を行っていますが，短時間で

行うこと，英文が長くないということで，生徒も嫌

気を感じず取り組むことができているようです。

これらは高校入学試験に必ず出題される長文読解

の対策になる，とも考えていますが，それだけでは

なく，英文を読むことに慣れることで，自力で英文

を読んでその話の内容を理解していくことに少しで

も楽しさを感じてくれると嬉しいと思っています。

② 教科書本文を活用する

「読む力」をアップさせるため，予習として教科書

を読ませ，意味をつかんでくることを宿題として出

しています。具体的にはノートに教科書の本文（英

文）を写し，本文の意味をできる限り自分で考えさ

せます。

音声のイントロダクションや，教師とのインタラ

クションの中で考えるのではなく，自分で文を読み

ながら意味をとっていくという作業は，大いに読み

の練習になります。また，これは英文の内容理解に

挑戦するということだけでなく，家庭学習の機会に

することも目的にしています。

どの程度意味を考えてくるかには個人差がありま

すが，それは生徒に任せています。そして予習を宿

題に出したときは，授業の始めにノート点検を行う

などして，取り組んだ内容に関して声をかけて評価

するようにしています。

また，意味を考える上での助けになるように，ヒ

ントを記述したプリントを配布することもありま

す。生徒には「間違ってもいいから自分で意味を書

いてみることが大切だ」とくり返し言って，うまく

訳せなくてもよいので，まずは挑戦してみてほしい

ことを伝えるようにしています。なかなか徹底する

のは大変ですが，教師側が根気強く取り組んでいく

ようにしたいと思っています。

この宿題を

継続すること

で，予習をし

てくることに

慣れ，自分か

ら先のほうの

内容までノー

トを書いてく

る生徒も出てくるようになりました。多くの高校の

授業では予習が当たり前で，また英文の量も中学校

の教科書とは比べものにならないほど増えます。予

習に慣れておけば，高校生になって急にとまどうこ

ともなくなるのではないかと思います。

4．おわりに

英語の長文を読むことは，なかなか手強いことで

す。英語が苦手な生徒の中には，英語の文の固まり

を見ただけで読む気を失う生徒もいます。しかし，

入試のことを考えても，英語のおもしろさを実感さ

せるためにも，「読む力」はつけておかなければなり

ません。そしてまさに長文を読むときに助けになる

のが，語彙力や文法力です。すべての単語とはいわ

なくても，単語の意味がある程度わかれば，読んで

みようかという気になり，それぞれの単語の意味を

組み合わせて，自分なりにでも何とか文の意味をと

らえようとすることができます。また文法，特に英

文の語順が定着していると，より正確に文の意味を

とらえることができます。しかし，これらの力は一

朝一夕にはつきません。だからこそ，日常的に語彙

力をつける取り組みや，文法の定着をはかる取り組

みが重要です。授業の中では並べかえの問題も取り

入れていますが，英文の意味を確認するときは，そ

の文の主語と動詞がどれかを生徒に考えさせるよう

にしています。これらをくり返し行うことが文の構

造を理解し，日本語と違う語順を定着させることに

もつながると思っています。教師側はこのことを再

認識し , 継続した取り組みを行っていかなければな

らないと思います。

4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに4．おわりに

ヒントのプリントの例
（NEW CROWN 3 L 2 ①）
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Ⅰ　はじめに

子どもたちは，中学校 1 年生で英語と出会う。

入学当初にはとても楽しそうに学んでいるが，覚え

る単語の数が増えたり教科書の文が長くなったりし

てくると，苦手意識を持つ生徒がでてくる。そのこ

とは，私自身の数年来の悩みであった。英語は，ス

ポーツや音楽を習得すると同様に，繰り返し使いな

がらじっくりと身につけていくことが望ましいと考

えると，現在の中学校の学習内容の配列は生徒たち

にとって急な勾配になっていると思われる。

南足柄市では，2007 年度から 3 年間，「幼小中

の一貫教育」で文部科学省の研究開発学校の指定を

受けた。英語教育の充実も取り組みの中に位置づけ

られ，2008 年度からは，小学校全学年で英語活動

を行っている。中学校 1 年生の 4 月に行っている

楽しい活動を小学校の 6 年間かけてゆっくりと行っ

ていき，小学校と中学校の英語指導をなめらかに接

続することができれば，子どもたちの英語に対する

抵抗や負担を少なからず軽減させることができるの

ではないかと大きな期待を持っている。

Ⅱ　2007 年度の南足柄市での実践

（1）英語科推進部会について

昨年度，南足柄市英語科推進部会が設置された。

構成員の中心は，小中学校教諭各 2 名である。議論

を重ねながら小中一貫カリキュラムを作成し，小学

校英語活動が次のように実施されることになった。

［1・2 年生］ビデオとチャンツを中心とした活動。

週 1 回 15 分程度のモジュール（年間 11 時間相

当分）は学級担任が行い，その他年間 4 時間は，

学級担任と JTE との TT で行う。

［3・4 年生］週 1 回 15 分程度のモジュールは担任

が行い，その他年間 9 時間は学級担任と ALT ま

たは JTE との TT で行う。

［5・6 年生］年間 35 時間。学級担任と ALT または

小中兼務教諭（次項で説明）による TT で行う。

なお，中学では，コミュニケーション主体の活動

を意識して行うこととした。

（2）小中兼務教諭について

2007 年度に南足柄中学校の私と，隣接する南足

柄小学校の教諭が小中兼務教諭として辞令を受け

た。小学校の小中兼務教諭は，マレーシア日本人学

校での勤務経験もあり，英語教育に強い関心を持っ

ていたのですぐに意見や考えが合った。私たちは，

それぞれ週 2 日，5・6 年生の英語活動を学級担任

と行い，さらに週 1 日，私とともに中学校 1 年生 3

クラスの英語の授業を行った。

《設置のねらい》

① 中学校の英語の内容を意識しながら小学校 5・6

年生での英語活動の充実を図る。

② 「中 1 ギャップ」と言われる小学校と中学校の段

差を軽減することにつなげる。

③ 小学校と中学校の教員が交流することにより，

互いの教育活動への理解を深める。

また，学級担任が自信を持って英語活動の授業が

行えるためのスキルアップの場とも考えた。

《小学校 5・6 年生での実践》

以下の点に留意して授業を行いながらカリキュラ

ムの見直しや教材を開発，さらに 1 時間ごとの活

動案も作成した。

① 5・6 年生の知的好奇心を刺激し，興味関心を高

めるような内容とする。

② 「英語は聞けばわかるんだ」と児童が思えるよう

に，英語を聞く活動を中心に据え，そのための

場面設定を工夫する。

小 学 校 英 語

関 口　清 　 S e k i g u c h i  K i y o s h i
（神奈川県南足柄市立南足柄中学校）

小中一貫教育をめざした

英語教育の取り組み
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③ 学級担任がすぐに授業で使えるように，詳しい

授業展開と簡単な英語を使った活動案を作る。

④ 表現活動や対話練習は全員が言うことのできる

簡単な内容とする。

 5・6 年生の活動案の紹介（一部）

【年度当初】学級担任に授業を見てもらい，小中

兼務教諭どうしで TT を行った。

【7 月以降】学級担任と一緒に授業を行うように

した。はじめのうちは，後ろの方にいた学級担

任も次第に前に出て積極的に授業をするように

なっていった。工夫を加えながら指導する姿を

見て，それぞれの持ち味をできるだけ発揮して

いただけるようなサポートを心がけた。

【10 月頃から】学級担任にメインティーチャーと

して授業を行ってもらうようにした。

《英語活動出前授業》

2008 年度から実施される市内全小学校（6 校）で

の英語活動に向け，小中兼務教諭 2 人で各小学校
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に出前授業に伺い，小学校英語活動のモデル授業を

公開した。授業の後の研究会等では活発な討議がな

された。まずは，英語活動の楽しさやおもしろさを

見て感じていただき，先生方の不安の解消とモチ

ベーションの向上を図るように心がけた。

《成果と課題》

互いに小中学校の児童・生徒の様子，職員室の雰

囲気，指導法の違いなどを肌で感じることができた。

また，2 人が気軽に小中学校の職員室を行き来し，

他の職員ともふれあうことで小中学校の垣根を低く

することに貢献できたのではないかとも思う。

特に私は，小学校現場の多忙さも目の当たりにし，

その中で英語活動をスムーズに導入していくために

は，先生方の負担をできるだけ軽くすることが重要

だと感じた。また，小学校の小中兼務教諭も，中学

校での英語学習の急勾配な学習内容を実感し，小学

校で英語を聞くことに十分に慣れさせることや，文

字にふれる活動の必要性を強く感じた。

Ⅲ　2008 年度の取り組み

2008 年 4 月から市内 6 小学校すべての学年で英

語活動がスタートした。5・6 年生については，

ALT と私たちが分担して全ての授業を学級担任と

TT で行っている。各小学校との連携を密にとり，

活動案やシステムの改良を行いながら，現在のとこ

ろスムーズな活動ができていると思う。

一方，小学校の学級担任が主導で授業を行ってい

くために今後どのようなサポートをしていくかは課

題である。さらに，小学校英語活動を中学でどのよ

うに活かしていくかも検討中である。小学校英語活

動の授業を参観した中学校の教諭は，その内容の充

実を感じている。それを受けて，4 中学校で連携を

とりながら，コミュニケーション主体の活動の推進

に力を入れているところである。

今回の取り組みを通して最も強く感じたことは，

大切なのは「人」だということである。校種間の垣

根を取り払い，人と人とがつながるのが南足柄市の

教育の主眼である。教師も子どもたちも「共に楽し

む」ことをコミュニケーションの第一歩として，今

後も連携を深めながら「南足柄の英語」をよりよい

ものへと高めていきたい。

ABC コールⅡ・ひもで形を作ろう！
1 The ABC song  （3 分）
 学級担任 : Let’s sing “The ABC song.” 
      ALT :  That’s a good idea.  Look at this 

chart.  This is a new one.
 ① “The ABC Song”を歌う。（「小文字のマス目
  の表」で文字を確認してから歌う。）
2 似ている字をさがせ［小文字］　（7 分）
 学級担任 : Let’s compare small letters.
      ALT : That’s a good idea.
 ① 「小文字のマス目の表」を使い，学級担任は形
  が似ている文字を見つけさせ発表させる。
3  ABC コールⅡ［大文字と小文字］　（10 分）
 学級担任 : Next, let’s see capital letters and 
    small letters. I will give you a 
    worksheet.
      ALT : OK!  That’s good.
 ① 「大文字・小文字シート」「ABC コールシート」
  を両面印刷したシートを配る。
 ② ALT は capital letters と small letters を説
  明し，発音したアルファベットに○をつける
  練習をさせる。（6 ～ 10 回程度）
  「大文字・小文字の表」を黒板に貼る。
 ③ ABC コールの要領で大文字と小文字を結びつ
  けるアクティビティをする。
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Life as an ALT: Early Misconceptions
“Nobody likes me.” I can remember 

thinking that my first winter as an ALT in a rural 
area of Japan. I had been teaching for a few 
months in my school and the “honeymoon” 
stage where everything was new and exciting 
was over. I was a little homesick since 
traditional holidays like Thanksgiving and 
Christmas had been regular working days in 
Japan. But I did travel over the New Year’s 
holiday and came back to school refreshed 
and determined to try harder to make friends 
with my English teaching colleagues and our 
students. 

Junior high schools are very busy places 
and the teachers’ room is always full of 
students coming and going. However, at lunch 
time, most of the teachers would leave 
together. The school nurse, Vice-Principal and 
I would be the only ones left in that vast empty 
room. Our school lunches were left on our 
desks by students. For me, this was the most 
depressing time of day and I can remember 
struggling to eat food that I didn’t recognize in 
total silence. 

Based on my own cultural upbringing in 
the US, I assumed that the students were 
eating lunch in the cafeteria and that the 
teachers were going into town for lunch at 
their favorite coffee shop. How I wished the 
teachers would just once invite me to go along 
with them for lunch! But they never did. So 
based on my experience alone, I concluded 
that they didn’t like me and thus didn’t ask me 
to join them. And as the winter got longer, I felt 
lonelier and lonelier. 

One day, I finished lunch in solitude and 
decided to bring the teaching materials to my 
5th period class a bit early as I had many 
things to carry. Can you imagine how surprised 
I was to find the classroom full of students 
eating lunch? And at the head of the 
classroom was one of my English teaching 
colleagues! I was shocked! 

That day was the last day I ate lunch 
alone and the beginning of many wonderful 
memories of teaching English in Japan. 

Learning about Japan: Students as Teachers

As soon as my English teaching colleague 
returned to the teachers’ room, I asked him 
why he had been eating lunch in the 
classroom. He explained to me that homeroom 
teachers eat with their students. I asked him if 
it would be possible for me to go in his place. 
He was thankful for the opportunity to have 
some time to work at his desk and the very 
next day I started to eat lunch with the 
students. 

It was wonderful to finally learn what I was 
eating! The students would gesture and use 
their dictionaries to answer all my silly 
questions. I ate natto for the first time and 
tororoimo. After lunch, the students would 
share with me the music they listened to and 
the books they read, and I would bring in 
things from the US. We really enjoyed this time 
together to get to know one another and the 
students became my teachers of Japanese 
culture.

Other homeroom teachers heard about 
this and soon I was going to a different 
classroom each day for lunch. I had a lunch 
schedule on the board and students would 
come to the teachers’ room to escort me to 
their class with great pride.

I realized through this experience that 
friendships can be fostered anywhere — even 
a school classroom. My initial misconception 
caused me to feel lonely but the teachers and 
students had no idea how I felt or why. It was 
only through chance that the situation turned 
into such a wonderful experience. Now in a 
new situation, I always try to think first of what 
cultural expectations I carry and then look for 
opportunities to explore ways to integrate into 
the new culture.

Building Friendships in the Strangest Places: Lessons I Learned in Japan

Robin Sakamoto
(Rikkyo University)
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中学校の英語の授業で使われる教具にもプロジェ

クターやパソコン，電子黒板などデジタル化の波は

押し寄せている。ここでは，そういう環境を前提に，

PowerPoint®を使った Presentation（プレゼン）の

手法を授業で活用することを提案し，自分の実践か

らいくつかポイントになることを説明したい。

1．まずイメージをつかませる

Visual Imageを使う利点は，英文が持っている情

報（内容）を説明することなく，話者が伝えたい内

容をイメージとしてそのまま提示することにあると

思う。生徒は分析して理解するというよりも，画像

全体を受け止める。これはうまくいけば，ほとんど

一瞬の効果だ。もちろん的確な画像が必要だし，余

分な情報，例えば文字などは，可能であれば，使わ

ないぐらいの覚悟も必要だ。

例えば，受動態。まず，きれいに片付けられた教

室の写真を示す（写真 1）。この場面は“This 

classroom is cleaned every day.”という英文を

発信しようとする人の心の中のイメージであると説

明する。そして，“This classroom is cleaned by 

students.”のように，別の角度から見ている人のイ

メージとして，同じ光景の片隅に生徒の顔や掃除し

ている姿を追加する（写真 2）。この 2枚の写真は

by ～のある受け身と by ～のない受け身の違いを，

画像の情報量から対比して表している。

2．配列は受け手の意識の流れを考えて

スライドショーを使う場合は，この機能が送り手

から受け手への一方通行のものであることを理解し

ておきたい。こちらが用意した順番で再生されてい

くもので，一度開始されれば展開の順番をその場で

臨機応変に変えていくというのは難しい（SMART 

boardTMなどの電子黒板ソフトを使えばこれも可能

ではある）。となるとその配列は，そのままわかり

やすさの重要な規準になる。発話のスクリプトを作

るときに生徒の意識と集中が途切れないようなス

ムーズで自然な展開を用意することが大切だ。

Oral Introductionでは，使える英語の制限とわか

りやすさの点から，やはり Visual Imageのメリッ

トを生かした Picture Cardや黒板に絵を描きなが

ら話を進めることが多い。ここでも PowerPoint®

を使ったプレゼンの手法が効果的だ。メリットとし

て考えられるのは次のような点である。①素材の加

工が容易であること。②提示方法が多彩であること

（ただし，シンプルなものの方が効果的とアドバイ

スしておく）。③スライドの配列の調整も容易。④

保存と再利用，再編集が容易。⑤情報を整理し，確

実に提示できる。うっかり忘れることも，不必要に

繰り返すこともない。生徒の顔を見ながら，口頭で

与える情報量は加減できる。⑥最後に「生徒による

Oral Presentationの再現」という次の言語活動の

導入にもなることなどが考えられる。

3．文法事項の説明もプレゼンで

文法事項を英語で説明するようなことも可能だ。

この場合にも，文法用語を上手く回避できれば，説

明そのものが Oral Interactionとして機能して，英

語学習の大きな素材になる。例えば，僕は「現在完

了形の説明」は，①英語で，大まかなイメージをつ

かませる，②日本語で，文法用語も使いながら詳細

に説明，③もう一度英語で復習というように，同じ

スライドを使って 3回ほど行っている。Visual 

Imageはそれだけでも強力だが，繰り返しの使用

でさらに定着を目指すことができるだろう。

杉 本  薫 　 S u g i m o t o  K a o r u
（東京都立両国高等学校附属中学校）

Visual Imageの活用
    － PowerPoint®でプレゼンを－

英 語 教 師 の  
リ ソ ー ス
R E S O U R C E S  F O R
E N G L I S H  T E A C H E R S

写真１

写真２
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三省堂は，Web「三省堂英語 教科書・教材 SANSEIDO 
ENGLISH」（URL http://tb.sanseido.co.jp/english/
newcrown/index.html）にて，今後も , 授業をサポート
する資料（年間指導計画表，ワークシートなど）や英語教育
に関する情報（コラム，研究会情報など）を掲載していきます。

TEACHING
ENGLISH
NOW

14 号

2009 年
1 月 29 日発行

定価 80 円
（本体 76 円）

T E A C H I N G  E N G L I S H  N O W  通 信

編集・発行人：八幡統厚
発行所：株式会社三省堂

〒101-8371　東京都千代田区三崎町 2-22-14
電話（03）3230-9422（編集）
振替　東京 00160-5-54300

［NEW CROWN ホームページ］
http://tb.sanseido.co.jp/newcrown/index.html

印刷：三省堂印刷株式会社
〒192-0032　東京都八王子市石川町 2951-9
電話（0426）45-6111（代）

NEW CROWN ENGLISH SERIES New Edition（平成 21 年度用）
修正箇所のお知らせ

平成 21 年度用の教科書から以下の箇所を修正いたします。どうぞよろしくお願い申し上げます。

ページ 行 原文 正

95 中段
27 行

hand [hænd] 名 手 . hand [hænd] 名 手 .
 by hand 手で .

100 左段
７行

I see.　〔会話で〕わかりました，な
るほど

I see.〔会話で〕わかりました，な
るほど .
you see あなたも知っていると
おり .

付録
₁

右段
39 行

little　（小さい） little　（少量の）

10

16

10
73

16

74

好評発売中

斎藤栄二　著　2,100 円（税込）
四六判 192 頁　ISBN 978-4-385-36353-0

自己表現の語彙の増やし方，質問の作成能力の
つけ方，Discussion の仕方，Read and Look up
の仕方など，実践を踏まえてやさしく具体的な手
順を示す。好評の前著『基礎学力をつける英語の授
業』の続編。

段階的スピーキング活動 42

ELEC 同友会英語教育学会
　実践研究部会　編著　2,415 円（税込）
B5 版 208 頁　ISBN 978-4-385-36355-4

「インタビュー活動」「スピーチ」「チャット」「レ
ポーティング」「ディベート」など，スピーキング活
動についての指導技術や 42 の事例を紹介。既習の
知識を活用して「話す」力を育む指導に！

中学校・高校 英語
自己表現力をつける英語の授業

編 集 後 記
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